
泡盛業界の現状・課題及び
これまでの振興策等

内閣府沖縄振興局
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泡盛酒造所の分布状況（47酒造所）

★は大手３社

製造業就業者数に占める

泡盛酒造所就業者の割合

宮古地区

八重山地区

（備考）泡盛百科HP（沖縄県酒造組合）より作成

    沖縄本島

那覇市

名護市

糸満市

沖縄市

豊見城市

大宜味村

今帰仁村

本部町

恩納村

金武町

読谷村

北谷町

西原町

久米島

伊是名島

伊平屋島

八重瀬町

うるま市

（名）田嘉里酒造所

伊平屋酒造所

（資）伊是名酒造所

★㈱久米島の久米仙

米島酒造㈱

(有)今帰仁酒造

(有)山川酒造

（資）津嘉山酒造所

㈱龍泉酒造

ヘリオス酒造㈱

(有)金武酒造

崎山酒造廠

（資）恩納酒造所

★(有)比嘉酒造

（名）新里酒造

(有)神村酒造

北谷長老酒造工場㈱

㈱津波古酒造

宮里酒造所

久米仙酒造㈱

咲元酒造（資）

瑞泉酒造㈱

(有)識名酒造

瑞穂酒造㈱

沖縄県酒造協同組合

忠孝酒造㈱

上原酒造㈱

まさひろ酒造㈱

神谷酒造所

㈱石川酒造場

宮古島

伊良部島

㈱渡久山酒造

㈱宮の華

池間酒造(有)
★菊之露酒造㈱

千代泉酒造所

沖之光酒造（資）

㈱多良川

石垣島

波照間島与那国島

㈱池原酒造

(有)八重泉

㈱玉那覇酒造所

請福酒造(有)
(有)高嶺酒造所

仲間酒造所

波照間酒造所

（名）崎元酒造所

国泉泡盛（名）

入波平酒造㈱

1



20,598 21,364 21,245 20,536 20,387 19,799 19,418 18,440 18,168 17,980 17,734 
16,485 16,392 

4,905 
6,311 5,448 5,154 4,708 4,110 3,825 

3,410 3,215 3,268 3,103 
2,879 2,858 

25,503 
27,675 26,693 25,690 25,095 

23,909 23,243 
21,850 21,383 21,248 20,837 

19,364 19,250 

19.2
22.8

20.4 20.1 18.8 17.2 16.5 15.6 15.0 15.4 14.9 14.9 14.8

0

10

20

30

40

50

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

（％）（ｋℓ）

（出典：沖縄県酒造組合）

泡盛出荷数量の推移 県外出荷数量

県内出荷数量

県外出荷割合

（年度）
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参考：酒類製成数量（全国）
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16年度⇒27年度
△30.4％
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△12.3％
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輸出数量（左目盛り）

泡盛の出荷数量に占める輸出数量の

割合（右目盛り）

（出典：沖縄県酒造組合）

泡盛の輸出状況

490 
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参考：しょうちゅうの輸出状況

しょうちゅうの課税数量に占

める輸出数量の割合

※しょうちゅうの課税数量は、連続式蒸留しょうちゅう及び単式蒸留しょうちょうの合計を使用
※しょうちゅうの輸出数量は、HSコード2208.90.100（しょうちゅう）を指す。
出典：財務省貿易統計、国税庁統計年報

輸出数量（左目盛り）
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戦略目標 主な手段 取組概要

１．マーケットの拡大

（１）認知度向上・ 消費拡大
（一般酒）に関するもの

・琉球泡盛県外展開強化事業【交付金】（別紙１）

・マスコミパブリシティ広報【酒造組合事業】
・泡盛の日（11/1）新聞広告【酒造組合事業】
・泡盛の女王【酒造組合事業】
・那覇めしグランプリ出店【酒造組合事業】

（２）高付加価値化・ブランド化
（古酒）に関するもの

・泡盛の海外展開支援（欧米展開に向けたブランディング戦略の促進）【内閣
府委託】（別紙２）

・古酒の日（9/4） クースイベント（泡盛ミニチュア配付） 【酒造組合事業】
・沖縄の産業祭り出店対応【酒造組合事業】
・泡盛同好会の開催【酒造組合事業】
・MICE事業での泡盛PR【酒造組合事業】

２．競争力強化

（１）低コスト化に関するもの ・高度化物流事業【県補助事業】（別紙３）

（２）人材育成に関するもの

・泡盛鑑評会「品質評価会」【酒造組合事業】
・泡盛製造技術者講習会【酒造組合事業】
・泡盛製造技術研究会【酒造組合事業】
・人材育成（日本酒造組合中央会）のための研修会【酒造組合事業】

泡盛業界の振興に向けた取組について
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＜軽減税率＞本則の35％軽減

１．概 要

◆沖縄の復帰に伴う特別措置に関する法律等に基づき、特定の製造場が、所要の要件の下で出荷する泡盛について本則の

35％酒税を軽減

◆適用期限：平成３１年５月14日まで

（参考）30度1.8ℓの場合の酒税
全国：540円
沖縄：351円(189円軽減) 

＜本⼟税率＞

30万円/kℓ

▲35%軽減

＜沖縄税率＞

19.5万円/kℓ

【アルコール分30度の場合】

（10.5万円/Kℓ軽減）

２．軽減税率

※その他、単式蒸留しょうちゅう以外で所要の要件を満たす沖縄の酒類については酒税を20％軽減

泡盛に関する酒税の軽減措置
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泡盛の振興に向けた提言

沖縄県 泡盛製造業等実態調査（平成２８年３月）

内閣府及び沖縄県主催 泡盛ビジネスセミナー（平成２９年３月４日開催）

【提言】
①泡盛業界の振興に向けた「泡盛振興協議会(仮称）の設置」
②泡盛業界の「経営及び取組の透明化」の推進
③泡盛製造業者の「企業特性」に応じた取組の推進
④「消費者嗜好の多様化」に対する適切かつ迅速な対応
⑤「若者のアルコール離れ(泡盛離れ）」に対する適切かつ迅速な対応
⑥「増加する観光客の取り込み」に向けた取り組みの推進
⑦「古酒のブランド化」の取組の推進
⑧「他酒類の台頭」に対する適切かつ迅速な対応

【パネルディスカッションにおける主な提言】
①スマートフォン等に向けた情報発信の強化
②泡盛コンペティションの開催
③米国に設置予定のジャパン・ハウスの活用
④那覇空港における泡盛カウンターの開設
⑤香港や中国を意識した海外展開
⑥ハードリカーとしての販売推進
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（参考）沖縄２１世紀ビジョン基本計画（抄）

平成２４年５月 沖縄県

(沖縄振興計画 平成24年度～平成33年度)

第３章基本施策
３ 希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
(９) ものづくり産業の振興と地域ブランドの形成
【基本施策の展開方向】
食品加工業、健康食品製造業、琉球泡盛製造業、金属加工業、一般機械製造業、工芸品製造業等のものづくり産業が、
県民のニーズに応えることができる地域産業としての地位を確立するとともに、成長のエンジンとして本県経済振興の一
翼を担う移出型産業として成長できるよう、製品開発からブランド構築に至る総合的かつ戦略的な支援に取り組みます。
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ブランド力強化・販路構築基盤 強化

泡盛製造業を県経済振興に寄与する移出型産業として成長させることを目的として、泡盛業界の成長戦略を支援するため、
多角的な取り組みを行い、県外展開を強化する。

① 泡盛調査研究事業 （直轄・委託）
泡盛の仕次ぎや熟成、黒麹菌に関する研究を行

い、業界の課題である古酒の付加価値向上に資す
るとともに、一般酒を含めた特徴ある泡盛を展開
する酒造所のﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ支援を行うことで泡盛の新
しい価値創造を図る。

② 県外販路拡大事業（補助） （補助率9/10）
販売チャネル拡充のため、酒類流通事業者が

主催する商談会の出展費用等について補助する。

③ ｾｸﾞﾒﾝﾄ別ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ事業（補助） （補助率9/10）
類似酒類との差別化を図るため、富裕層・

中高年、女性・若年層、観光客等のｾｸﾞﾒﾝﾄ別に
泡盛の特性を訴求し、認知度及び体験度の向上
を図る。

④ ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ強化事業（補助） （補助率9/10）
一般酒を含めた泡盛のﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞにかかる経費に

ついて補助する。

No.143 琉球泡盛県外展開強化事業

・平成２９年度当初事業費：１０５，３０１千円
（うち国費 ７８，０７５千円）

・事業期間 ： 平成２７年度～２９年度

事業目的

事業内容 事業イメージ

国 沖縄県

補助

沖縄県酒造組合

直轄

ものづくり振興課
工業技術センター

④ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ強化

販売ﾁｬﾈﾙの拡充 購入動機の誘発
付加価値・

ブランド力向上

出荷量の拡大経営の安定
雇用の拡大

品質の安定
新製品開発

①調査・研究

古酒研究の充実
黒麹菌の研究
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ支援

一般酒を含めた泡盛
のﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ実施

②B2B対策
③ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ

商談会参加によるﾋﾞｼﾞ
ﾈｽﾏｯﾁﾝｸﾞ
ｾｸﾞﾒﾝﾄ別に飲み方PR

酒造所

（別紙１）
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琉球泡盛県外展開強化事業
（沖縄県酒造組合委託事業）

○事業費： 平成27年度99百万円

平成28年度60百万円

平成29年度53百万円

○事業内容

（平成28年度）

沖縄県を代表する特産品である琉球泡盛の普及啓発及び需要開拓に関する事業を実施するとともに、取引機会創出のための商談等を
併せて行い、琉球泡盛の県外出荷の拡大を図ることを目的とする。

・古酒の県外強化プロモーション（オピニオンリーダー、情報発信媒体社等を対象としたPR）

・琉球泡盛の県外強化プロモーション（沖縄県酒造組合のアンテナショップの試験運用、スーパーマーケットとのタイアップ事業など）

・ＷＥＢ・ＳＮＳとの連動

・試飲・販売イベントの実施

・琉球泡盛の県内観光客強化プロモーション（県外の食品加工業者及び国外からの流通事業者等が集まるイベント内でのＰＲ）

・沖縄を代表するＴＨＥ泡盛カクテルの開発（５８KACHA-SEAのPRなど）

(平成29年度）

・THE泡盛カクテル「58KACHA-SEA」（県内・県外でのPR,、RTD（低アルコール飲料）の研究開発など）

・女性や若者を主要ターゲットとした、琉球泡盛普及啓発に伴うイベントの開催

・琉球泡盛の普及啓発の体験施策として酒蔵ツーリズムの開催

・観光客への試飲販売イベントの開催

・琉球泡盛の営業促進活動のための普及啓発ツールの制作
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琉球泡盛の海外展開支援について 平成29年3月9日 
コーディネーター山城  

沖縄県工業 
技術センター 

沖縄県 
酒造組合 

内閣府沖縄総
合事務局 

沖縄県 
ものづくり 
振興課 
沖縄国税 
事務所 

泡盛海外展開支援連絡会議 
平成２８年１０月２８日設置 
（沖縄国際ハブクラスター事業） 

泡盛 
海外展開 
チーム 

沖縄県 
産業振興公社 支援 

沖縄国際ﾊﾌﾞｸﾗ
ｽﾀｰ事務局 

参
画 参

画

沖縄国際ハブクラスターでは、沖縄国税事務所や沖縄県等関係機関が参画する「泡盛海外展開支援連絡会議」を設
置。同会議では、忠孝酒造(株)、瑞泉酒造(株)、(株)久米島の久米仙、(株)Blueship沖縄が実施している市場ニーズに
マッチした商品開発・ブランディングによる海外展開の取り組みについて支援を実施。海外展開に取り組むリーディ
ング企業を創出させ、泡盛業界・県内製造業の活性化に繋げていく。 

● 泡盛海外展開支援連絡会議を設置（平成２８年１０月２８日）
◇ 忠孝酒造(株)、瑞泉酒造(株)、(株)久米島の久米仙、(株)Blueship沖縄 
が実施している市場ニーズにマッチした商品開発・ブランディングに 
よる海外展開の取り組みについて支援を実施。 

● 欧米を拠点に活躍するブランディングチームチームを招聘し、海外におけ
るブランディング手法等について意見交換を実施（平成２９年１月） 
（「万国津梁人材育成事業」活用） 
◇ ブランディングチームは、ウォッカやテキーラといった有名酒類をはじ 
め様々な製品のブランド化を世界中で手掛け、活躍している。 

● アイスランドへ琉球泡盛のテストマーケティングを実施。物流ルートや酒
類市場の現状等について確認を行う。（平成２９年３月） 

● 今後、琉球泡盛の欧米展開に向けたブランディング戦略を構築。マーケテ
ィングを実施しつつ、欧米市場ニーズにマッチした市場開拓を推進 

  ・忠孝酒造㈱     ・瑞泉酒造㈱ 
  ・㈱久米島の久米仙  ・㈱Blue ship沖縄 

 ～琉球泡盛の欧米展開に関する４社記者会見～ 
前列左から、瑞泉酒造㈱ 佐久本社長、㈱久米島の久米仙 島袋社長、
忠孝酒造㈱ 大城社長、㈱Blueship沖縄 慶松社長、ブランディング
チーム 

泡盛のティスティング 
 （忠孝酒造㈱） 

泡盛の製造工程体験 
 （㈱久米島の久米仙） 

琉球泡盛の海外展開支援 

《泡盛海外展開チーム》  平成２８年度活動実績 

＜支援体制図＞ 

平成29年3月 
沖縄国際ハブクラスター 
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【平成27年度事業 概要】 沖縄県 国際物流商業課

共同物流
センター

共同蔵置場
（物流業者）

物流高度化推進事業

日 本 本 土

仕向先港
（東京港）

仕向先

仕向先

仕向先

トラック
（物流業者C）

酒造業者
C

沖 縄 県 内

那 覇 港

トラック
（物流業者B）

トラック
（物流業者A）

酒造業者
A

酒造業者
B

船舶
（船社）

陸送事業者 陸送事業者

（ 海 上 ）

県支援箇所

受 入 ・ 払 出
仕分け・ピッキング
保 管 ・ 在 庫 管 理
デ ー タ 管 理
シ ス テ ム 運 用

共同配送共同配送共同配送

専門業者が運営する物流セン

ターの共同利用により

○物流センター業務の効率化

○受払業務の効率化・円滑化

○配送業務の効率化

○物流コスト負担軽減

県

酒

造

組

合

船舶（船社）委
託
事
業
者

酒造業者コンサル会社

国
共同物流センター・

共同蔵置場運営事業

陸送事業者

事業費の流れ

①交付 ③補助

②委託

④委託

助言・指導

⑨自己負担
支払い ⑧請求

⑤使用料

請求

⑥使用料

支払い

⑦請求

酒造業者 酒造業者
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